
群馬県教育委員会

群馬 各課提供 全国学力・学習状況調査

令和７年度 全国学力・学習状況調査を
活用した授業改善説明会

理科



理科 全体的な傾向

小学校

中学校

小中学校

平均正答率

本県 ５８

全国 ５７．１

平均
IRTスコア

本県 ５２４

全国 ５０３



理科 全体的な傾向

・問題に対して、既習の内容や生活経験を基に、予想や仮説を発想することができる授業を
行った。

小学校 ９７．６（全国比 ＋０．9） 中学校 ９７．５（全国比 ＋3.6）
・児童が観察や実験をする授業を１クラス当たり週１回以上行った。

小学校 ６０．４（全国比 ＋11.7） 中学校 70.3（全国比 ＋21.4）

→問題解決（探究）の過程を重視

・理科の勉強は得意である。

小学校 ８２．０（全国比 ＋３．６）、中学校 ５９．５（全国比 ＋８．８）

【児童・生徒質問調査より】

【学校質問調査より】

小中学校



成果の見られた設問とその分析

設問 正答率（全国比較）

２（３） ８０．０（＋２．０）

設問 正答率（全国比較）

３（２） ４９．９（＋４．３）

観察、実験などを通した直接体験が充実している◎

小学校

電磁石の強さを強くするには、
コイルの巻き数をどうする？

顕微鏡で操作するとき、キとクはどのような
操作をしたか？

答え
⇒増やす、多くする。

答え
⇒プレパラートを動かした

⇒調節ねじを回した

小学校



小学校 課題の見られた設問①とその分析

小学校

課題① 問題を見いだす場面で、これまでの体験を基にした
子供の素朴概念を引き出せていない
⇒子供が疑問に感じていない

３（４）

正答率（全国比較）

２９．９（＋０．６）

① 条件から日光または肥料に着目して
いる。

② 発芽に関し、疑問を示す趣旨である。

解答類型 群馬県 全国平均

①について記述しているが、
②に関する記述がない

３１．８ ３１．４

疑問を示す形になっていない。



解答類型 群馬県 全国平均

４ ２４．４ ２３．０

小学校 正答率（全国比較）

５８．９（－０．９）

小学校

４（３）

体積のみに着目し、水が氷に変わる温度を
根拠に考えていない

１ 海水は、温まると水と同じように体積が増える
２ 海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる
３ 水は、高い場所から低い場所へと流れる
４ 水は、氷になるとき体積が増える

図の（カ）には「学習したこと」や「学習したことをもとに
考えたこと」が入ります。（カ）にあてはまるものを１から４
の中からそれぞれ1つずつ選んで、その番号を書きましょう。

答え

課題の見られた設問➁とその分析

課題② 今までの学習内容を根拠として、日常生活と
関連付けて考えられていない



成果の見られた設問とその分析

【Aさんの疑問】を解決するためにどのような課題が設
定できるか？

設問 正答率（全国比較）

１（２） ５３．０（＋６．８）

設問 正答率（全国比較）

６（２） ５０．６（＋８．７）

中学校

スケッチから、サクユリの【茎の断面図】と
【根】の正しいものはどれか？

◎ 身の回りの事象から生じた疑問や見い
だした問題を解決するための課題を設
定する活動が充実している

◎資料を基に既習事項を活用して適切に課
題に対する自分の考えを表現する活動が
充実している

答え

例 水道水と精製水の性質には、

どのような違いがあるだろうか。

中学校



中学校

中学校 課題の見られた設問①とその分析 正答率（全国比較）

３６．２（＋０．６）

原子や分子をモデルで表し操作することで
化学変化の前後で原子の種類と数が
変わらないことを視覚的に捉えることができる

５

マグネシウム＋二酸化炭素 → 酸化マグネシウム＋炭素

（２）マグネシウム原子 、二酸化炭素 、
酸化マグネシウム 、炭素 と
表したとき、燃焼の化学変化は
どのように表すことができますか。

解答類型 群馬県 全国割合

２ モデルの数が最も簡単
な整数比で表されてい
ない

６．３ ５．３

３ 化学変化の前後で原子
の種類や数が変化して
いる

９．２ ８．４

目に見えないけれど
存在するものを
捉えられていない

答え



中学校

中学校 課題の見られた設問②とその分析 正答率（全国比較）

１９．３（＋１．２）８

（２）下線部の考えが正しいと言うためには、
ボーリング地点③のボーリングの結果
がどのようになればよいか。



中学校

中学校 課題の見られた設問②とその分析 正答率（全国比較）

１９．３（＋１．２）８

解答類型 群馬県 全国割合

５ 同じ厚さになっているが
西から東へ下がるように
傾いていないもの

６８．８ ６８．７

現在に至るまでの時間
的な変化や断層、隆起、
風化などの空間的な変
化を捉えられていない

（２）下線部の考えが正しいと言うためには、
ボーリング地点③のボーリングの結果
がどのようになればよいか。

課題③ 自然事象について、 理科の見
方・考え方を働かせられず、多
面的に捉えられていない

西から東へ下がるように傾いている
同じ厚さになっている

GP分析図



課題をまとめると･･･

小中学校

子供が自然事象を味わう探究
授業改善のポイント

課題① 問題を見いだす場面で、これまでの体験を基にした子供の素朴概念を
引き出せていない
⇒子供が疑問に感じていない

課題② 今までの学習内容を根拠として、日常生活と関連付けて考えられていない

課題③ 自然事象について理科の見方・考え方を働かせられず、多面的に捉えられていない

「授業を通して学習したこと」と 「自然事象」が
結び付いていない



子供が自然事象を味わう探究
授業改善のポイント

日常生活や社会

小中学校

自然事象

問題・課題

既習の
学習内容

今までの
探究

今までの
体験

探 究

量・関係

質・実体

共通・多様

時間・空間



小学校

学習活動
電気を使う時の様子や使い方、つくられている場所について、疑問や調べたいこと

を見付ける。

電気をどんなときに使っていますか？

ゲームをするときに使っています。

単元の課題
電気は、どのようにつくられて生活で使われているのだろうか

電気を使うときに気を付けていることはありますか？

電気をつけっぱなしにしないようにしています。

電気は、どのようにつくられて生活で使われているか知っていますか？

電気のつくり方はわかりません。

素朴概念を引き出していない授業改善例①【小６・電気の利用】
～単元の課題設定～

今まで



小学校

電気でいろいろな物が
使えるね。

電気は使い放題
じゃないの？

学習活動
日常生活の中での電気の利用や効率的に電気を使う工夫について話し合い、疑問や

調べたいことを見付ける。

タブレットは充電して
使うね。

電池も使うけど、
コンセントにもつなぐよ。

自分で電気が
作れるのかな。

体験の設定授業改善例①【小６・電気の利用】
～単元の課題設定～

日常生活との関連今後

日常生活の中で、電気をどのように
使っていますか？
よりよく使うためには・・・？

電気ってどうやって
作るのかな。

電気代が高いって
言ってたなあ。

体験の設定



小学校

単元の課題 電気は、私たちの生活とどのように関係しているのだろうか

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

体験の設定日常生活との関連

暗くて黒板
の字が見
えないよ。 暑くて集中できないね。

電気がないと本当に不便だね。
電気はどこでつくられているのかな？

電気がない生活はどうでしたか？

家が停電した時にとても困ったよ。
電気はためておけるのかな？

授業改善例①【小６・電気の利用】
～単元の課題設定～

学習活動
電気の利用を止めた教室で５分間過ごしたり、電気がない生活について想像したり

して、疑問や調べたいことを見付ける。

普段、電気はどんな場所でも使えるね。
電気は、どうやって届くのかな？

今後



中学校

授業改善例②【中２・生物の体のつくりと働き】
～「まとめる」過程～

植物の体のつくりと働き 動物の体のつくりと働き

心臓

小腸

養分

酸素 二酸化炭素

肺

肝臓
養分

尿素 アンモニア

腎臓

尿素

酸素二酸化炭素

全身の細胞

養分
アンモニア

光合成 呼吸

蒸散

酸素
二酸化炭素

葉緑体

光
二酸化炭素 酸素

気孔

水蒸気

植物は…

生命活動を維持する働きについて、図にまとめて説明しましょう。

動物は…

同じところは
あるのかな…

単元の課題 生物が生きていくために、どのような体のつくりと働きが必要だろうか

今まで 概念としての理解が
不十分



中学校

植物と動物の共通点と相違点
植物 動物

共通点

呼吸をし
ている

細胞

組織

消化・吸収光合成

細胞壁 筋肉

蒸散

道管・師管

排出

血管・血液

動かない
移動する

動物と植物で生きるために共
通の働きがあるな！

植物と動物のつくりと働きを
比較してみましょう。

動物は口があるけど、植物は
光で栄養を作っているんだ。

動物だけ、植物だけに見られ
るのつくりや働きがあるのはな
ぜだろう？

今後 多様な視点で事象を
捉えられるしかけ

単元の課題 生物が生きていくために、どのような体のつくりと働きが必要だろうか

授業改善例②【中２・生物の体のつくりと働き】
～「まとめる」過程～



子供が自然事象を味わう探究

小中学校

日常生活や社会

問題・課題

既習の
学習内容

今までの
探究

今までの
体験

問題を見いだし、
課題を設定する

多面的な視点から
より妥当な考えをつくり出す

教師も

探 究

量・関係

質・実体

時間・空間

共通・多様

自然事象

授業改善のポイント



令和７年度学校教育の指針

○日常生活や社会の自然事象から問題
を見いだし、課題を設定している

○多面的な視点からより妥当な考えを
つくり出している

理 科

各教科等で特に現れてほしい子供の姿

○授業改善推進校
・大泉町立北小学校
・大泉町立北中学校
○公開日
・１１月２７日（木）
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